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1 はじめに

中苗あきたこまちにおいて,次位・節位別の分げつ発

生と穂への有効化やその着生粒の解析から,主茎と第3

～6節の1次分げつ主体に穂数を確保することが,高品質

・良食味米安定生産に適していることが明らかにされて

いる1)。

そこで,秋田県の機械移植の約4割を占める,側条施

肥栽培の場合の分げつの発生とその有効化,次位・節位

別の分げつの1穂籾数,1穂精玄米重,整粒歩合,玄米蛋

白質含有率について検討したので報告する。

2 試験方法

試験年次及び圃場 :2003年,秋田農試圃場

供試品種 :あきたこまち

育苗様式 :中苗 (100g播き,35日 育苗)

施肥窒素量 :

側条施肥区―基肥(0 4kg/a)

追肥 (9葉期0 1kg/a、 減数分裂期0 2kg/a)

全層施肥区―基肥 (0 5kg/a)

追肥 (減数分裂期0 2kg/a)

移植日 :5月 16日  栽植密度 :222株/ボ

分げつ調査 :1株4個体植えで各株の1個体を調査対象

とし,20株について分げつ発生の調査をした。穂のサン

プリングは26株から行った。分げつの数え方は,不完全

葉を除き,1葉 目の基部から発生した場合を第1節の分げ

つとした。

玄米蛋自質含有率 :箭 目1 91nm以 上の精玄米について

ケルダール法により全窒素含量を測定し,これに蛋自質

換算係数595を乗じて求めた。

整粒歩合 :節目1 9mm以 上の精玄米について,農産物

検査規格に基づき整粒を目視で判定し,粒数割合で示し

た。

3 試験結果及び考察

(1)収量及び収量構成要素

表1に収量及び収量構成要素を示した。側条施肥区は,

全層施肥区に比べ最高分げつ期茎数は多かったが,有効

茎歩合が低下し穂数がやや少なかった。収量は,全層施

肥区が側条施肥区より多かったが,玄米外観品質は,両

区とも一等米であった (東北農政局秋田農政事務所調

査)。

(2)施肥法による分げつ発生の違い

全層施肥区は,第 2～ 7節 1次分げつと第3～ 5節 2次分げ

つの発生が見られ,穂へ有効化したのは,第2～ 7節 1次

分げつと第3、 4節 2次分げつであつた(図 1)。 側条施肥区

は,第 1～ 7節 1次分げつと第2～ 4節 2次分げつの発生が見

られ,穂へ有効化したのは,第 1～ 6節 1次分げつと第3、 4

節2次分げつであつた〈図2)。 また,2次分げつの有効化

率が低いことが有効茎歩合の低下につながったと考えら

れた(表 2)。

(3)次位・節位別分げつ着生粒の評価

表3に次位・節位別分げつの1穂籾数,1穂精玄米重 ,

整粒歩合,玄米蛋自質含有率を示した。1穂籾数と1穂精

玄米重の値は,主茎が一番大きく,次いで1次分げつの

第4〉 5〉 3〉6節 の順に大きく,下位の1次分げつや2次分げ

つで小さくなった。整粒歩合は,主茎と1次分げつの第3

～6節で90%以上と高く,下位の1次分げつや2次分げつ

で低くなつた。玄米蛋自質含有率は,主茎と1次分げつ

の第3～ 5節で7%以下と低かつた。
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4 まとめ

分げつ発生調査から,側条施肥では全層施肥に比べ下

位の節位からの分げつ発生と穂への有効化が確認され

た。

側条施肥の次位・節位別分げつ着生粒の評価から,高

品質・良食味米安定生産のためには,全層施肥°と同様

に主茎と第3～6節 1次分げつを主体に穂数を確保するこ

とが望ましいと考えられた。

中苗あきたこまちにおいて,第3節1次分げつの発生と

有効イしが年次や地域で変動するという問題が指摘されて

いる
1)。 そこで,今後は第3節 1次分げつの確保が不安定

な地域(県北内陸部,大潟村等重粘土壌地帯)において ,

側条施肥の分げつ発生の特徴を活かした高品質・良食味

米安定生産に取 り組む必要がある。
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図1全層施肥の分げつ発生とその有効化
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図2側条施肥の分げつ発生とその有効化
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